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審査請求書

次のとおり審査請求をします。

１

審査請求に係る処分の内容

　回目市政を考える会・草の根が、2017年１月25日付けで行った『2012年、

2013年、2014年、2015年度の町田市議会政務活動費の各合服の会計帳簿（資

料一式）公開請求』に対して、町田市議会議長が、2017年２月１目付、16町市

議578号の２で審査請求人に対して行った『公文書不存在決定』処分。

２審査請求に係る処分があったことを知った年月日

2017年２月１目

３　審査請求の趣旨及び理由

　(1)審査請求の趣旨

　　審査請求に係る処分を取り消すとの裁決を求める。

(2)審査請求の理由

①　公文書不存在決定処分の際に付された文書中の不存在の理由については、

　　「町田市議会政務活動費の交付に関する条例施行規則第ｎ条に、当該会計

　　帳簿は、政務活動費の交付を受けた会派の代表者が備えることと規定されて

　　いますが、町田市議会議長への提出義務については、規定されていません。

　　従って、実施機関である町田市議会としては、ご請求の公文書は保有してい

ません｣と説明されている。



条例施行規則第Ｕ条にある、会計帳簿は会派の代表者が備えることの意義

の備えるとは、いつでもそれを開示することに対応することを、当然含んで

います。備えるとはそういう意味です。

　したがって、議長への提出義務を規定していないからといって開示しない

理由にはなりません。

ちなみに情報公開の請求が議長に対して出されたならば、当然議長は、各全

訳に提出牡脂じなければなりません。したがって、公文書の不存在決定は不

当です。

＊補足理由

◇2014年度、町田市議会政務活動費(2013年度)について、町田市監査委員の監

査が入り、2015年２月23日に監査結果が、町田市議会議長、町田市長あてに

報告された。内容は2013年度に執行された13会派に係る政務活動費について

の監査だが、各全訳の会計帳簿について、｢会計帳簿の整備を確認出来だのは１

については不明レとあった。

◇監査委員の指摘を受け2015年３月27目、第15期町田市議会改革調査特別

委員会が発足レ全13回の委員会については、町田市政を考える会・草の根は全
一
てを傍聴している。　ところが、会計帳簿についての議論はほとんどなく、やっ

と議題となった第12回(2015年11月20目)の委員会で、熊沢あやり委員長の

｢皆さんそれなりにきちんとつけておりますので｣という一言で、議論は終了し

ている。

町田市監査委員は｢ない、あるいは不備である｣といい、議員は｢きちんとつけて

いるJという、町田市議会政務活動費の各金脈の会計帳簿について、あるのかな

いのか、町田市議会として市民に説明する責任かおる。

◇町田市議会の議員報酬、政務活動費、議会費用はすべて市民の税金です。

これは自明のことです。

４　処分庁の教示有無及びその内容

　｢二の処分に不服審査請求の趣旨がある場合には、二の処分かあったことを知

った日の翌日から起算して３ヶ月以内に、町田市議会に対して審査請求をする

二とが出来ます｣との教示があった。
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